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(57)【要約】
本発明は、複数のアップリンク搬送波を使用する無線移
動通信システムの端末が制御（ｃｏｎｔｒｏｌ）情報を
伝送する方法に関する。この制御情報伝送方法は、第１
アップリンク制御チャネルに割り当てられる第１制御情
報及び第２アップリンク制御チャネルに割り当てられる
第２制御情報を多重化する段階と、前記多重化された第
１制御情報及び第２制御情報を、前記複数のアップリン
ク搬送波のうちのいずれか一つに割り当てられているア
ップリンクチャネルを通じて伝送する段階と、を含む。
ここで、前記第１アップリンク制御チャネル及び前記第
２アップリンク制御チャネルはそれぞれ異なるアップリ
ンク搬送波に割り当てられている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のアップリンク搬送波を使用する無線移動通信システムにおいて端末で制御情報を
伝送する方法であって、
　第１アップリンク制御チャネルに割り当てられる第１制御情報及び第２アップリンク制
御チャネルに割り当てられる第２制御情報を多重化する段階と、
　前記多重化された第１制御情報及び第２制御情報を、前記複数のアップリンク搬送波の
うちのいずれか一つに割り当てられているアップリンクチャネルを通じて伝送する段階と
、
を含む、制御情報伝送方法。
【請求項２】
　前記端末は、１個以上のＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ－Ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）信号または群集化した
ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ　ＳＣ－ＦＤＭＡ）を使用する、請求項１に記載の
制御情報伝送方法。
【請求項３】
　前記アップリンクチャネルは、アップリンク制御チャネルである、請求項１に記載の制
御情報伝送方法。
【請求項４】
　前記アップリンクチャネルは、前記第１アップリンク制御チャネルである、請求項１に
記載の制御情報伝送方法。
【請求項５】
　前記多重化する段階は、前記第１制御情報を表す１つ以上のビット及び前記第２制御情
報を表す１つ以上のビットを順次に配列して生成されるビット列を、該生成されたビット
列の長さに対応する変調等級（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｏｒｄｅｒ）に合わせて変調する
段階を含む、請求項３に記載の制御情報伝送方法。
【請求項６】
　前記生成されたビット列が２ビットである場合、前記生成されたビット列の長さに対応
する変調等級はＱＰＳＫであり、前記生成されたビット列が３ビットである場合、前記生
成されたビット列の長さに対応する変調等級は８ＰＳＫであり、前記生成されたビット列
が４ビットである場合、前記生成されたビット列の長さに対応する変調等級は１６ＱＡＭ
である、請求項５に記載の制御情報伝送方法。
【請求項７】
　前記第１制御情報の伝播誤り率（ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｅｒｒｏｒ　ｒａｔｅ）が
前記第２制御情報の伝播誤り率よりも低いことが要求される場合、前記生成されるビット
列のうち、伝播誤りに強いビットには、前記第１制御情報が配置される、請求項５に記載
の制御情報伝送方法。
【請求項８】
　前記伝播誤りに強いビットは、前記生成されるビット列のＭＳＢ（Ｍｏｓｔ　Ｓｉｇｎ
ｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ）である、請求項７に記載の制御情報伝送方法。
【請求項９】
　前記アップリンク制御チャネルは、複数個のサブセットで構成され、前記それぞれのサ
ブセットは、それぞれ１つ以上のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで構成され、
　前記第１制御情報は、前記複数個のサブセットのうちの第１サブセットにマッピング（
ｍａｐｐｉｎｇ）され、前記第２制御情報は、前記複数個のサブセットのうちの第２サブ
セットにマッピングされる、請求項３に記載の制御情報伝送方法。
【請求項１０】
　前記第１制御情報の誤り率が前記第２制御情報の誤り率よりも低いことが要求される場
合、前記第１サブセットに割り当てられたパイロット（ｐｉｌｏｔ）信号の個数が、前記
第２サブセットに割り当てられたパイロット信号の個数よりも大きい、請求項９に記載の
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制御情報伝送方法。
【請求項１１】
　前記第１制御情報及び前記第２制御情報はそれぞれ、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＳＲ、ＣＱＩ
のうちの１つ以上を含む、請求項１に記載の制御情報伝送方法。
【請求項１２】
　前記第１アップリンク制御チャネル及び前記第２アップリンク制御チャネルはそれぞれ
異なるアップリンク搬送波に割り当てられている、請求項１に記載の制御情報伝送方法。
【請求項１３】
　前記第１アップリンク制御チャネル及び前記第２アップリンク制御チャネルは、同一の
アップリンク搬送波に割り当てられている、請求項１に記載の制御情報伝送方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線移動通信システムに係り、特に、制御情報の伝送方法に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　無線移動通信システムにおいて端末は通信中に移動することができ、このため、トラフ
ィックチャネル環境は時間によって変わることがある。各トラフィックチャネル環境に適
合する具体的な通信方式がそれぞれ異なることがあるから、基地局は、具体的な通信方式
を決定し、それをダウンリンク制御チャネルを通して時間によって端末に伝達する必要が
ある。端末は、基地局が具体的な通信方式を決定する上で必要とする制御情報を、アップ
リンク制御チャネルを通じて伝送することができる。
【０００３】
　制御チャネル及びトラフィックチャネルが同時に伝送される場合、基地局は充分の送信
パワーを供給できるため、制約なく全てのリソースを用いて伝送することができる。これ
に対し、端末の場合は、送信電力に制限があり、電力増幅器の特性が良好でない場合もあ
りうるから、制御チャネルとトラフィックチャネルが同時に伝送される場合、送信信号の
波形に望まぬ歪が生じることがある。特に、３ＧＰＰ　ＬＴＥ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔ
ｉｏｎ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ＬｏｎｇＴｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）では、端末のパワーを最適に使用するために、単一搬送波特性を維持するための方
案としてＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒ
ｍ　Ｓｐｒｅａｄ　Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）という手法を用いて時間領域変調信号を伝送する。この方法を
用いると、送信信号のＣＭ（Ｃｕｂｉｃ　Ｍｅｔｒｉｃ）やＰＡＰＲ（Ｐｅａｋ－ｔｏ－
Ａｖｅｒａｇｅ　Ｐｏｗｅｒ　Ｒａｔｉｏ）が画期的に減少するが、伝送信号が周波数領
域で連続した帯域を通してのみ伝送されるという不具合がある。そのため、制御チャネル
及びトラフィックチャネルを同時に使用するのに制限が生じ、よって、端末に制御チャネ
ル及びトラフィックチャネルが同時に割り当てられる場合、制御チャネルで伝送される信
号をトラフィックチャネルへと移動させて伝達するように設計をした。
【０００４】
　しかし、このように具現する場合、単一搬送波特性を維持することはできるが、実際に
はこの機能によって信号到達範囲を拡張させたり維持することができず、むしろ信号到達
範囲が減るといった結果を招く。一例として、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇ
ｅｍｅｎｔ／ｎｅｇａｔｉｖｅ－ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）伝送のための制御チ
ャネルが存在する場合に、アップリンクトラフィックチャネルに送信信号を伝送しなけれ
ばならないとすれば、従来の一部技術構造ではＡＣＫ／ＮＡＣＫビットがアップリンク復
調基準信号近くのＯＦＤＭシンボルにマッピングされて伝送される。このため、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ信号を伝送する時に端末が使用可能なパワーは、総１個のサブフレームで累積可
能な最大エネルギーの半分以下に減る。したがって、ＣＭを減らすために用いた方案が、
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むしろ制御チャネルのリンク可能範囲を減少させる結果を招く。しかも、制御チャネルの
情報がトラフィックチャネルの情報と混合されることから生じる問題は、プロトコルのロ
バスト性にも影響を与える。
【０００５】
　また、従来方法によれば、端末が基地局の命令、例えば、スケジューリング許可を正確
に受信できなかった場合に対する何らの保安策もないという問題があり、なお、制御チャ
ネルの種類によって模糊性が発生することもある。例えば、スケジューリング要請を伝送
する場合または現在チャネルに合うランク指示子をＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉ
ｔｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）と共に伝送する場合に、これを基地局では把握できない
から基地局でブラインド検出を行うが、依然としてプロトコルに関する問題を招くことが
ある。本発明は、このような誤り現象を修正しながら信号を生成できる方案に関するもの
である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明では、無線移動通信において伝送誤り率を減らし、容量を向上させるための方法
を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するための本発明の一様相では、複数のアップリンク搬送波を使用する
無線移動通信システムの端末で制御情報を伝送する方法が提供される。この制御情報を伝
送する方法は、第１アップリンク制御チャネルに割り当てられる第１制御情報及び第２ア
ップリンク制御チャネルに割り当てられる第２制御情報を多重化する段階と、前記多重化
された第１制御情報及び第２制御情報を前記複数のアップリンク搬送波のうちのいずれか
一つに割り当てられているアップリンクチャネルを通じて伝送する段階と、を含む。ここ
で、前記第１アップリンク制御チャネル及び前記第２アップリンク制御チャネルはそれぞ
れ異なるアップリンク搬送波に割り当てられていることができる。あるいは、前記第１ア
ップリンク制御チャネル及び前記第２アップリンク制御チャネルは同一のアップリンク搬
送波に割り当てられていることができる。
【０００８】
　好適には、前記端末は、１個以上のＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ－
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）信号または
群集化したＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ　ＳＣ－ＦＤＭＡ）を用いる。
【０００９】
　好適には、前記アップリンクチャネルは、アップリンク制御チャネルである。
【００１０】
　好適には、前記多重化する段階は、前記第１制御情報を表す１つ以上のビット及び前記
第２制御情報を表す１つ以上のビットを順次に配列して生成されるビット列を、前記生成
されたビット列の長さに対応する変調等級に合わせて変調する段階を含む。
【００１１】
　好適には、前記生成されたビット列が２ビットである場合、前記生成されたビット列の
長さに対応する変調等級はＱＰＳＫであり、前記生成されたビット列が３ビットである場
合、前記生成されたビット列の長さに対応する変調等級は８ＰＳＫであり、前記生成され
たビット列が４ビットである場合、前記生成されたビット列の長さに対応する変調等級は
１６ＱＡＭである。
【００１２】
　好適には、前記第１制御情報の伝播誤り率が、前記第２制御情報の伝播誤り率よりも低
いことが要求される場合、前記生成されるビット列のうち、伝播誤りに強いビットには、
前記第１制御情報が配置される。
【００１３】
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　好適には、前記伝播誤りに強いビットは、前記生成されるビット列のＭＳＢ（Ｍｏｓｔ
　Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ）である。
【００１４】
　好適には、前記アップリンク制御チャネルは複数個のサブセットで構成され、前記サブ
セットはそれぞれ１つ以上のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで構成され、前記第１制御情報は、
前記複数個のサブセットのうちの第１サブセットにマッピングされ、前記第２制御情報は
、前記複数個のサブセットのうちの第２サブセットにマッピングされる。
【００１５】
　好適には、前記第１制御情報の誤り率が前記第２制御情報の誤り率よりも低いことが要
求される場合、前記第１サブセットに割り当てられたパイロット信号の個数が、前記第２
サブセットに割り当てられたパイロット信号の個数よりも多い。
【００１６】
　好適には、前記第１制御情報及び前記第２制御情報はそれぞれ、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、Ｓ
Ｒ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）、ＣＱＩのうちの１つ以上を含む。
【００１７】
　本発明の他の様相によって、ＳＣ－ＦＤＭＡを使用する無線移動通信システムの端末で
制御情報を伝送する方法が提供される。この制御情報伝送方法は、制御情報をアップリン
ク制御チャネル及びアップリンク共通チャネルの両方を通じて同時に伝送する段階を含む
。
【００１８】
　好適には、前記制御情報はそれぞれＡＣＫまたはＮＡＣＫ情報である。
【００１９】
　好適には、前記制御情報はそれぞれＣＱＩである。
【００２０】
　好適には、前記制御情報はそれぞれＲＩである。
【００２１】
　好適には、前記制御情報はそれぞれダウンリンクキャリアの測定値である。前記測定値
はＣＳＩＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）測定値またはＤＭＲＳ（ＤｅＭｏｄｕｌａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒ
ｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）測定値である。
【００２２】
　好適には、前記制御情報はそれぞれ隣接セルの測定値である。前記測定値はＣＳＩＲＳ
測定値またはＤＭＲＳ測定値である。
【００２３】
　好適には、前記制御情報はそれぞれ隣接セルのタイミング測定値である。前記タイミン
グ測定値は、位置ＲＳ、同期チャネル、ＣＳＩＲＳ、ＤＭＲＳ等からの測定値である。
【００２４】
　好適には、前記ＣＱＩは、第１情報及び第２情報を含む。
【００２５】
　好適には、前記第１情報は、前記アップリンク制御チャネルを通じてのみ伝送され、前
記第２情報は、前記アップリンク共通チャネルを通じてのみ伝送される。
【００２６】
　好適には、前記第１情報はＰＭＩであり、前記第２情報は広帯域ＣＱＩである。
【００２７】
　好適には、前記第１情報は広帯域ＣＱＩであり、前記第２情報はデルタＣＱＩ（ｄｅｌ
ｔａ　ＣＱＩ）である。
【００２８】
　好適には、前記第１情報はＣＱＩまたはＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ　
ｉｎｄｅｘ）であり、前記第２情報はＲＩ（ｒａｎｋ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）である
。
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【００２９】
　好適には、前記第１情報はＲＩであり、前記第２情報はＣＱＩまたはＰＭＩである。
【００３０】
　好適には、前記第１情報は、サービングセルに対するフィードバックであり、前記第２
情報は、協同セルに対するフィードバックである。
【００３１】
　好適には、前記第１情報は、第１搬送波に対するフィードバックであり、前記第２情報
は、第２搬送波に対するフィードバックである。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明による無線移動通信方法によると、伝送誤り率が減少し、容量が向上するという
効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】ＰＵＣＣＨ及びＰＵＳＣＨが共に使用される場合におけるリソース割当の一例を
示す図である。
【図２】搬送波結合の一例として、４個のダウンリンク搬送波と２個のアップリンク搬送
波を使用する場合を示す図である。
【図３】本発明を説明するための、ＰＵＣＣＨにメッセージを伝送するのに用いられる一
般的な処理構造を示す図である。
【図４】本発明にの一実施例で複数個のメッセージを伝達するためのＯＦＤＭシンボルの
サブセット構成の一例を示す図である。
【図５】本発明の一実施例による、複数のアップリンク搬送波を使用する無線移動通信シ
ステムの端末が制御情報を伝送する方法を示すフローチャートである。
【図６】本発明の他の実施例による、無線移動通信システムの端末が制御情報を伝送する
方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、本発明の好適な実施形態を、添付の図面を参照しつつ詳細に説明する。添付の図
面と共に以下に開示される詳細な説明は、本発明の例示的な実施形態を説明するためのも
ので、本発明が実施されうる唯一の実施形態を表すものではない。以下の詳細な説明は、
本発明の完全な理解を助けるために具体的な細部事項を含む。しかし、当業者には、この
ような具体的細部事項なしにも本発明を実施できるということが理解できる。例えば、以
下の説明では一定の用語を中心に説明するが、これらの用語に限定されず、任意の用語で
称される場合にも同一の意味を表すことができる。また、本明細書の全体を通じて同一の
または類似の構成要素については同一の図面符号を共通使用して説明する。
【００３５】
　明細書全体において、ある部分がある構成要素を“含む”ということは、特に明示され
ない限り、他の構成要素を排除する意味ではなく、他の構成要素をさらに含むという意味
である。
【００３６】
　後述する本発明に係る技数は、種々の無線通信システムに用いられることができる。音
声及びパケットデータのような様々な通信サービスを提供するための無線通信システムが
提供される。基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ：ＢＳ）とは、通常、ユーザー機器（ｕ
ｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）と通信する固定した局（ｓｔａｔｉｏｎ）のことを
指し、ノード－Ｂ（ｎｏｄｅ－Ｂ）、基地送受信システム（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉ
ｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ；ＢＴＳ）、またはアクセスポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ
）と呼ぶこともできる。移動局（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＭＳ）は固定していた
り、移動したりすることができ、ユーザー機器（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）
、ユーザー端末（Ｕｓｅｒ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ；ＵＴ）、加入局（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ
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　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＳＳ）または無線機器と呼ぶこともできる。
【００３７】
　図１は、ＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎ　ｋＣｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）とＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）が共に使用される場合のリソース割当の一例を示す図である。
【００３８】
　図１は、アップリンク搬送波、すなわち、搬送波Ｘ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｘ）、搬送波Ｙ
（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｙ）、搬送波Ｚ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｚ）を含むアップリンク搬送波の
集合を示す図であり、ここで、時間軸に沿って配列された各ボックス（ｂｏｘ）、例えば
、参照番号１０１、１０２は、時間軸上でそれぞれ一つのスロット（ｓｌｏｔ）を表す。
２つのスロットは１つのサブフレームを構成する。すなわち、図１の点線領域１０９は、
時間軸上で１つのサブフレームを表す。図１に示すＰＵＣＣＨＡ１（１０３）はＰＵＣＣ
Ｈ Ａ２（１０８）と共に１つのＰＵＣＣＨを形成し、ＰＵＣＣＨ Ｂ１（１０５）はＰＵ
ＣＣＨ Ｂ２（１０６）と共に他のＰＵＣＣＨを形成し、ＰＵＳＣＨＣ１（１０４）はＰ
ＵＳＣＨ Ｃ２（１０７）と共にさらに他のＰＵＳＣＨを形成する。このＰＵＳＣＨを形
成するＰＵＳＣＨ Ｃ１（１０４）とＰＵＳＣＨ Ｃ２（１０７）は周波数軸上で互いに離
れているため、周波数ダイバーシティ（ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）効果を得ることができる。
これは、ＰＵＣＣＨに対しても同一である。すなわち、１つのチャネルに対してスロット
ごとに行われる周波数ホッピングによりダイバーシティ効果を得ることができる。
【００３９】
　図１に示すようなリソース割当は、単一搬送波を使用する場合及び多重搬送波を使用す
る場合のいずれにも適用することができ、制御チャネルとトラフィックチャネルとの混用
は多重搬送波の場合にも適用される。
【００４０】
　本発明は、３ＧＰＰ　ＬＴＥのアップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）とアップリン
クトラフィックチャネル（ＰＵＳＣＨ）に関する内容を中心に記述される。しかし、本発
明は、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムの他に、制御情報をトラフィックチャネルに含めて伝送
するあらゆるシステムに共通に適用されることができる。また、ＰＵＣＣＨの個数は１個
以上になり得、ＰＵＳＣＨの個数も１個以上になりうる搬送波結合（ｃａｒｒｉｅｒ　ａ
ｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）の場合も本発明を適用することができる。搬送波結合は、複数個
のアップリンク搬送波が１つ以上のダウンリンク搬送波と結合していたり、複数個のダウ
ンリンク搬送波が１つ以上のアップリンク搬送波と結合している場合を指す。
【００４１】
　図２は、搬送波結合の一例であって、４個のダウンリンク搬送波２０１，２０２，２０
３，２０４と２個のアップリンク搬送波２０５，２０６を使用する場合を示す。この例で
は、２個のダウンリンク搬送波が１個のアップリンク搬送波と結合する。具体的には、ダ
ウンリンク１番搬送波２０１及びダウンリンク２番搬送波２０２は、アップリンク１番搬
送波２０５と結合し、ダウンリンク３番搬送波２０３及びダウンリンク４番搬送波２０４
は、アップリンク２番搬送波２０６と結合する。すなわち、アップリンク１番搬送波２０
５を使用する移動局には、ダウンリンク１番搬送波２０１またはダウンリンク２番搬送波
２０２を通じてダウンリンク信号が伝送されることができ、アップリンク２番搬送波２０
６を使用する移動局には、ダウンリンク３番搬送波２０３またはダウンリンク４番搬送波
２０４を通じてダウンリンク信号が伝送されることができる。
【００４２】
　制御チャネルの伝送方式は、一般に、保障可能なＱｏＳを最優先的に満たすように設計
することが好ましい。一般に、制御チャネルが持つべき誤り確率は非常に低くなるように
、例えば０．００１～０．０１の範囲を持つように設計される。一方、トラフィックチャ
ネルでは、システムの処理量を向上させるべくその誤り確率を１０～２０％程度と高く設
定しており、実際にこの場合に最適のシステムの処理量を得ることができる。したがって
、制御チャネルで要求される誤り確率とトラフィックチャネルで要求される誤り確率とが
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１００倍以上の差を見せている点を考慮すれば、制御信号を単純にトラフィックチャネル
に移動させて伝送する方法は、それ自体としてシステムのＱｏＳと信号到達範囲を確保不
可能にするという問題を有している。しかも、高い誤り確率は、逆にシステム動作に必要
なプロトコルにおける誤りを招くことがある。上の問題点を克服するための方案を議論す
るために、例えば、３ＧＰＰ　ＬＴＥの場合に、特に、ＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ　Ａｄｖａｎ
ｃｅｄ）の場合にアップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）とアップリンクトラフィック
チャネル（ＰＵＳＣＨ）の各組み合わせに対していかなる方法でデータ及び／または制御
情報を伝送することが好ましいかを提示するものとする。
【００４３】
　まず、ＬＴＥ　Ｒｅｌｅａｓｅ　８が適用された端末の場合、同一搬送波内にＰＵＣＣ
ＨとＰＵＳＣＨが同時に割り当てられると、ＰＵＣＣＨの内容はＰＵＳＣＨを通じて伝達
される。したがって、システムにとっては該当のＰＵＣＣＨリソースを浪費するという不
具合が発生するが、ＬＴＥ－Ａに進化したシステムの場合、該当のＰＵＣＣＨを他の用途
に活用することができる。具体的に、特定端末が使用するようになっているＰＵＣＣＨリ
ソースを通じて送信されるようになっていた内容が、ＰＵＳＣＨに割り当てられるため、
このＰＵＣＣＨリソースは使用されない。このように使用されないＰＵＣＣＨリソースを
他の端末に割り当て可能に設計することができる。本発明では、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨ
が特定端末に同時に割り当てられている場合に、この特定端末が、割り当てられたＰＵＣ
ＣＨとＰＵＳＣＨの両方を使用できる方案を提示する。提案された内容は、ＰＵＣＣＨや
ＰＵＳＣＨが特定端末に単独で割り当てられて使用される時にも適用可能である。
【００４４】
　以下、本発明の一実施例では、アップリンクを通じてＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を伝送する
方法が説明される。
【００４５】
　この実施例では、端末が基地局からダウンリンクトラフィック（データや命令）を受信
し、これに対する応答をＰＵＣＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫを用いて伝送するようになってい
る状況で、トラフィックを伝送できるＰＵＳＣＨリソースを追加に受信した場合を想定す
る。ここで、ＡＣＫは、無線移動通信システムの第１装置が、該無線移動通信システムの
第２装置に伝送した特定信号が成功的に第２装置に受信された場合、該第２装置が成功的
に受信したことをフィードバックする信号である。ＮＡＣＫは、特定信号が第２装置に正
確に受信されなかった場合、該第２装置が受信に失敗したことをフィードバックする信号
である。
【００４６】
　端末が基地局の命令を正確に受信した場合は、基地局が受信すると期待しているＰＵＳ
ＣＨ伝送フォーマットと端末が伝送するＰＵＳＣＨ伝送フォーマットとが同一であるから
、プロトコルの曖昧さは発生しない。しかし、端末が、基地局が伝送するダウンリンク割
当情報（ＰＤＣＣＨ）を正確に復号できないと、端末はＡＣＫ／ＮＡＣＫを送るべき理由
がなく、よって、基地局が受信すると期待しているＰＵＳＣＨ伝送フォーマットと端末が
送信するＰＵＳＣＨ伝送フォーマットとが異なってくる。すなわち、この場合には、物理
層におけるプロトコルが一致しなくなる。
【００４７】
　従来技術では、このようにＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するか否かにより発生する問題点を
解決するための対策がない。現在ＬＴＥのようにパンクチャリングを用いてＰＵＳＣＨに
ＰＵＣＣＨの情報を送る場合、このような問題が発生する。したがって、この問題を解決
するためには、下記の方式Ａ－１、Ａ－２、Ａ－３、Ａ－４のうちのいずれか一方式を用
いることができる。
【００４８】
　方式Ａ－１：本発明に係る方式Ａ－１で、端末は初めからＰＵＳＣＨを通じてはＡＣＫ
／ＮＡＣＫを伝送せず、ＡＣＫ／ＮＡＣＫをＰＵＣＣＨを通じて伝送する。この場合は、
端末と基地局間にＰＵＳＣＨに対する解析が異なる理由がないから、プロトコル上に問題
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が発生しない。この場合、ＡＣＫ／ＮＡＣＫはＰＵＣＣＨを通じて伝送され、基地局はＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫに対して別にプロセシングを行うことになる。こうすると、ダウンリンク
／アップリンクプロトコルに問題が生じない。複数個のダウンリンク搬送波または複数個
のアップリンク搬送波が使用されるシステムでは、例えば、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄシ
ステムでは、各ダウンリンク搬送波を通じて受信されるダウンリンクデータに対するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ情報を複数個送らなければならない状況になる。したがって、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫの伝送は、いつもＰＵＣＣＨを通じてのみなされるようにする。この時、複数個のＰ
ＵＣＣＨが存在する場合には個別ＡＣＫ／ＮＡＣＫを各アップリンク搬送波のＰＵＣＣＨ
を通じて独立して伝送できるはずであるが、これと違い、複数個のＰＵＣＣＨを結合符号
化（ｊｏｉｎｔ　ｃｏｄｉｎｇ）することで複数個のＰＵＣＣＨリソース上のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫビットを一括してバンドリング（ｂｕｎｄｌｉｎｇ）することができる。または、
いくつかのＰＵＣＣＨチャネルから良いチャネルを選択して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報を伝
送することもできる。この場合、いくつかのＰＵＣＣＨチャネルから良いチャネルを選択
して伝送するＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報は、上記のように、いくつかのＡＣＫ／ＮＡＣＫビッ
トが一括してバンドリングされた情報とすればいい。すなわち、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅ
ｄでは、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨが同時に伝送される時に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　ＰＵＣＣ
Ｈは無条件で独立した制御情報伝送チャネルであるＰＵＣＣＨを通じて伝送することがで
きる。これに対し、１つのアップリンク搬送波及び１つのダウンリンク搬送波のみを使用
するＬＴＥシステムのようなシステムでは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報は無条件でＰＵＳＣＨ
を通じて伝送される。
【００４９】
　方式Ａ－２：本発明に係る方式Ａ－２で、端末はＰＵＣＣＨを通じてＡＣＫ／ＮＡＣＫ
を伝送し、ＰＵＳＣＨを通じてはＡＣＫ／ＮＡＣＫとトラフィックを共に伝送する。こう
する場合、基地局ではＰＵＣＣＨで受信された信号から、端末がダウンリンク処理（ｄｏ
ｗｎｌｉｎｋ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）をしたか否かが把握でき（すなわち、ＤＴＸなの
かどうか）、また、ＡＣＫ／ＮＡＣＫがＰＵＳＣＨを通じて伝達されることによって発生
する信号到達範囲に関する問題点を減らすことができるというメリットがある。すなわち
、ＰＵＣＣＨのエネルギー情報を、端末がＰＤＣＣＨを復号したか否かを把握する基準と
することができ、ＰＵＳＣＨにＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報が含まれているか否かを把握する基
準とすることができる。また、ＰＵＣＣＨのシンボル情報はＰＵＳＣＨのシンボル情報と
混合されることで、結合による利得（ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ　ｇａｉｎ）を得たり周波数ダ
イバーシティを得たりすることができる。このように制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）及びト
ラフィックチャネル（ＰＵＳＣＨ）を通じて制御情報を同時に伝送する場合には、基地局
と端末間に生じうるプロトコルの不整合を解決することができる。複数の搬送波が結合し
た搬送波結合システムにおいて、複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫのうちの一部のＡＣＫ／ＮＡＣ
ＫはＰＵＳＣＨを通じて伝送され、他部のＡＣＫ／ＮＡＣＫはＰＵＣＣＨを通じて伝送す
ることができる。こうすることによってシンボル空間（ｓｙｍｂｏｌ　ｓｐａｃｅ）を拡
張する方案も可能である。
【００５０】
　方式Ａ－３：本発明に係る方式Ａ－３で、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送しなければならない
場合には、ＰＵＳＣＨを通じてトラフィックを伝送しない。伝送パワーが制限されている
状況では、ＰＵＳＣＨを伝送しないことによって伝送パワーをより確保することができ、
確保された伝送パワーを制御チャネルに使用することによって制御チャネルの到達領域を
広めることができる。この方式は、セル信号到達範囲が問題とされる場合に用いることが
好ましい。
【００５１】
　方式Ａ-４:本発明に係る方式Ａ－４では、複数の搬送波にわたってＰＵＣＣＨが割り当
てられている場合に、複数のＰＵＣＣＨを通じて伝送すべき全てのＡＣＫ／ＮＡＣＫを集
めて単一搬送波を通じて伝送する。この時、ＰＵＳＣＨが割り当てられている場合には、
ＰＵＳＣＨにＡＣＫ／ＮＡＣＫを全て集めて伝送する。或いは、多数のビットを送ること
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ができるＰＵＣＣＨ構造が割り当てられている場合には、この割り当てられているＰＵＣ
ＣＨにＡＣＫ／ＮＡＣＫを全て含めて伝送する。例えば、ＣＱＩのような情報が伝達され
るＰＵＣＣＨにＡＣＫ／ＮＡＣＫを全て含めて伝送することができる。すなわち、複数の
搬送波が結合した搬送波結合システムでは、複数のＰＵＣＣＨを通じて伝送されるＡＣＫ
／ＮＡＣＫを、複数個の搬送波上の制御チャネルを通じて送らず、それらのＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫを集めて単一搬送波を通じて伝送することができる。ＡＣＫ／ＮＡＣＫを多重搬送波
を通じて伝送する場合、ＰＡＰＲ／ＣＭ（Ｐｅａｋ　ｔｏ　Ａｖｅｒａｇｅ　Ｐｏｗｅｒ
　Ｒａｔｉｏ／Ｃｕｂｉｃ　Ｍｅｔｒｉｃ）に関する問題が生じうる。この場合、それら
のＡＣＫ／ＮＡＣＫを１つのＰＵＳＣＨ上に集めて単一搬送波形態として伝送したり、ま
たは、それらのＡＣＫ／ＮＡＣＫを、新しいフォーマット（ｆｏｒｍａｔ）を持つＰＵＣ
ＣＨを通じて単一搬送波形態として伝送すると、上述のＰＡＰＲの劣化により到達範囲（
ｃｏｖｅｒａｇｅ）が減少する現象を防止することができる。
【００５２】
　以下、本発明の他の実施例では、アップリンクを通じてＣＱＩを伝送する方法について
説明する。
【００５３】
　ＣＱＩは、端末が基地局にフィードバックする制御情報で、端末と基地局間の通信チャ
ネルの品質を測定した情報を総称する。ここで、ＣＱＩは、サービングセルに対する測定
情報であっても良く、協力／隣接セルに対する測定情報であっても良く、その対象搬送波
の個数は１個以上にすることができる。基地局では、フィードバックされたＣＱＩを用い
て各種の制御を行う。ＰＵＣＣＨを通じてＣＱＩを伝送するに当たって、その伝送が非周
期的または周期的になされるように設定することができる。また、周期的に設定した場合
には、該当の位置でバースト形態で連続して伝送されることができる。すなわち、複数の
搬送波のＣＱＩや複数の隣接セルのＣＱＩ値を伝送する形態を有し、時間や周波数あるい
はＰＵＣＣＨリソース上で連続して伝送することができる。この場合、ＰＵＳＣＨとＰＵ
ＣＣＨは同時に伝送される確率が高い。この場合にＰＵＳＣＨが存在すると、ＰＵＣＣＨ
で伝送しようとしたＣＱＩ情報をＰＵＳＣＨに移して伝送することができる。この時、伝
送されるデータは、ランクや層別の広帯域ＣＱＩ及びＰＭＩを含むようになる。ＣＱＩを
伝送する場合、初期ＣＱＩ伝送以外は、基地局は、端末がＣＱＩを伝送するか否かがあら
かじめわかり、よって、端末と基地局間に、ＰＵＳＣＨに信号が伝送される場合に伝送フ
ォーマットに対する模糊性は存在しない。したがって、この場合には、あえてＰＵＣＣＨ
を通じてＣＱＩを別に伝送する必要はない。
【００５４】
　しかし、ＰＵＣＣＨ信号の信頼性を維持するために及び／またはアップリンクＳＣＨ（
ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）の実効コード率の増加を防ぐために、ＣＱＩをＰＵＣＣ
Ｈを通じて別に伝送することができる。
【００５５】
　本発明では、上述した実施例１の方法のように、ＣＱＩをＰＵＣＣＨを通じて伝送する
場合に、ＰＵＳＣＨにＣＱＩ情報を共に載せて伝送することもでき、ＣＱＩをＰＵＣＣＨ
を通じてのみ伝送することもできる。あるいは、ＣＱＩを伝送することが好ましくない場
合、ＣＱＩを送らず、単純にＰＵＳＣＨを通じてアップリンクトラフィックのみを伝送す
ることもできる。この時、ＣＱＩ情報は、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨに対して異なる対象に
関する情報が伝達される構造を持つことができる。例えば、ＰＵＳＣＨを通じてはサービ
ングセルや第１搬送波に対する値を伝達し、ＰＵＣＣＨを通じては隣接セルや第２搬送波
に対する値を伝達することができる。または、その逆にすることもできる。また、伝達さ
れる値そのものが１つの結合符号化されたコードワードを生成するとすれば、ＰＵＳＣＨ
及びＰＵＣＣＨからなるシンボル空間にわたってコードワードが伝送される形態を持つこ
とができる。
【００５６】
　すなわち、ＣＱＩは、実際チャネル情報であるＣＳＩ、ＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ
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　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）、ＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ
　ｉｎｄｅｘ：プリコーディング行列インデックス）、ＲＩ（ｒａｎｋ　ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ：ランク情報）、広帯域ＣＱＩ（ｗｉｄｅｂａｎｄ　ＣＱＩ）、サブバンド／サ
ブバンドデルタＣＱＩ（ｓｕｂｂａｎｄ　ｄｅｌｔａ　ＣＱＩ）、搬送波／搬送波デルタ
ＣＱＩ（Ｃａｒｒｉｅｒ／Ｃａｒｒｉｅｒ　ｄｅｌｔａ　ＣＱＩ）、コードワードデルタ
ＣＱＩ（ｃｏｄｅｗｏｒｄ　ｄｅｌｔａ　ＣＱＩ）などを含むことができる。ここで、Ｃ
ＳＩは、チャネル行列そのものにすることができ、ＭＣＳは、変調等級（ｍｏｄｕｌａｔ
ｉｏｎ　ｏｒｄｅｒ）及び符号率（ｃｏｄｅ　ｒａｔｅ）を指示する情報であり、ＰＭＩ
は、プリコーディング行列を使用するシステムで特定プリコーディング行列を示すための
パラメータ（ｐａｒａｍｅｔｅｒ）であり、ＲＩは、複数個の送受信アンテナを使用する
システムにおけるランク値を示す情報であり、サブバンドデルタＣＱＩは、周波数帯域を
複数のサブバンドに分けて各サブバンド別に生成されるＣＱＩ値と特定基準（ｒｅｆｅｒ
ｅｎｃｅ）となるＣＱＩ値との差値であり、広帯域／サブバンドＣＱＩは、与えられた周
波数帯域（全体帯域または全体帯域を分けたサブ帯域）に対するＣＱＩ値そのものを示す
。コードワードＣＱＩは、各コードワード別に生成されるＣＱＩであり、コードワードデ
ルタＣＱＩは、コードワード間のＣＱＩ値の差を示す。搬送波ＣＱＩ（Ｃａｒｒｉｅｒ　
ＣＱＩ）と搬送波デルタＣＱＩ（Ｃａｒｒｉｅｒ　ｄｅｌｔａ　ＣＱＩ）は、ダウンリン
ク搬送波（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃａｒｒｉｅｒ）に対するＣＱＩ値や各搬送波に対するＣ
ＱＩ値の差を一定の基準（例：第１キャリアＣＱＩ（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃａｒｒｉｅｒ　
ＣＱＩ））に基づいて計算した値を示す。これと同様に、隣接セル／協同セル（ｎｅｉｇ
ｈｂｏｒ　ｃｅｌｌ／ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖｅ　ｃｅｌｌ）に対するＣＱＩ値も、各セル
に対する絶対的なＣＱＩ値を定義したり、またはデルタＣＱＩを一定の基準セル（例：サ
ービングセル）に対する差値と定義することができる。ただし、ＣＱＩを構成する上記の
情報は、例示的なものであり、これに限定されない。
【００５７】
　このように、ＣＱＩ情報を複数の情報に区分して別々に伝達することができるとすれば
、ＣＱＩ情報別に区分して伝達することを考慮することができる。端末がＣＱＩを伝送す
る時、上述したＣＱＩを構成する具体的な情報のうちの一部のみを選んで伝送することを
考慮することができる。例えば、広帯域ＣＱＩとＰＭＩが共に伝送されるとすれば、広帯
域ＣＱＩ部分はＰＵＳＣＨを通じて伝送されてＰＭＩ部分はＰＵＣＣＨを通じて伝送する
方法、またはＰＵＣＣＨを通じてＣＱＩが伝送され、ＰＭＩはＰＵＳＣＨを通じて伝送す
る方法を考慮することができる。他の例として、ＣＱＩ情報のうち、広帯域ＣＱＩ、サブ
バンドデルタＣＱＩ及びコードワードデルタＣＱＩが任意のサブフレームで共に伝送され
る場合、ＰＵＳＣＨ及びＰＵＣＣＨを通じて分けて伝送することができる。例えば、ＰＵ
ＣＣＨを通じて広帯域ＣＱＩを送信し、ＰＵＳＣＨを通じてデルタＣＱＩを伝送すること
ができる。または、他の方式で組み合わせて伝送することもできる。
【００５８】
　もし、ＣＱＩ情報にＲＩが含まれていると、ＲＩはＰＵＣＣＨを通じて伝送し、これに
基づいてＰＵＳＣＨの伝送フォーマットを決定することができる。このようにする場合、
ＰＵＳＣＨからＲＩを読み取るよりも高い正確度で読み取ることができるので、基地局で
の復号誤りを防止することができる。これと逆に、ＲＩをＰＵＳＣＨを通じて伝送し、Ｐ
ＵＣＣＨを通じては他の情報を伝送することも可能である。すなわち、ＲＩによってＣＱ
Ｉ／ＰＭＩの量も変わるので、基本骨格となる部分、例えば、ＲＩはＰＵＳＣＨで伝送し
てその大きさが変わることを防ぎ、残り部分に対しては、例えば、ＣＱＩ／ＰＭＩに対し
ては、該当のＰＵＳＣＨ以外の他のチャネル（例えば、ＰＵＣＣＨ）を通じて伝送するこ
とが可能である。
【００５９】
　以下、本発明のさらに他の実施例では、アップリンクを通じてＲＩが伝送される場合に
ついて説明する。
【００６０】
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　ＲＩとＰＵＳＣＨを同時に伝送しなければならない場合は、上述した実施例１に類似の
方法を用いることができる。特に、ＲＩはシステム動作に非常に重要な影響を与える要因
として作用するため、ＲＩはＰＵＳＣＨに統合して伝送するよりは、ＲＩに対しては誤り
発生に対する保護方案をより講じなければならず、ＲＩに対してより多くの伝送エネルギ
ーを割り当てる必要がある。従来技術では、ＰＵＳＣＨを通じて伝送される情報の種類に
よらず、ＲＩがＰＵＳＣＨを通じて共に伝送されるように定義されている。しかし、ＰＵ
ＳＣＨを通じてＲＩを伝送する場合に、ＲＩの誤り発生に対する保護には限界がある。
【００６１】
　したがって、上述した実施例１のように、ＰＵＣＣＨを通じてＲＩを伝送する構造、ま
たはＰＵＳＣＨを通じてＲＩを伝送するか否かを選択できる構造を使用することができる
。ＰＵＣＣＨをそのまま活用すると、送信端で容易に電力割当をすることができ、結果と
して正確なＲＩを伝達することができる。
【００６２】
　ここで、ＲＩを伝達する際にＰＵＳＣＨとＣＱＩ情報を共に伝送することが好ましい。
なぜなら、ＲＩが変わる場合に、必要なＣＱＩの範囲が変わるので、基地局でスケジュー
リングするために、ＲＩが伝送される時点でＰＵＳＣＨと共にＣＱＩを伝送し、これによ
ってより適切な動作が可能になる。
【００６３】
　しかし、上記のようにＲＩ及びＣＱＩ／ＰＭＩが同一のサブフレームで伝送される場合
、まずＰＵＣＣＨを通じてＲＩを把握し、続いてＰＵＳＣＨを通じて伝達されるＣＱＩ／
ＰＭＩとデータを復号する方式を考慮することができる。この時、ＰＵＳＣＨを通じてＲ
Ｉが伝送されない。
【００６４】
　ＲＩをＰＵＳＣＨを通じて伝送する場合、ＲＩを含むシンボルに対して電力ブースティ
ングを考慮して伝送することができる。すなわち、より低いエラー率にするために、他の
データや制御チャネルシンボルよりも高い電力で伝送することができる。
【００６５】
　ＬＴＥ－ＡではＲＩのビット数が増えることがあるが、ＬＴＥによる既存の方式をその
まま使用する場合には、ＲＩを伝達できるようなシンボル空間が不足することになる。し
たがって、あるビットをさらに送るためには、既存のＰＵＳＣＨを通じて伝送する構造と
ともに追加されたビット空間をＰＵＣＣＨ上に割り当てることができる。または、逆に、
ＰＵＣＣＨを通じてＲＩを伝送し、追加されたビット空間をＰＵＳＣＨ上に割り当てるこ
とを考慮することができる。しかし、これと違い、新しいビット－シンボル構造を通じて
ＲＩを伝送する場合、一挙にＰＵＣＣＨやＰＵＳＣＨを通じてＲＩを伝送することが好ま
しい。この場合、ＲＩをＰＵＣＣＨを通じて伝送すると、変調等級を上げたり差別変調の
ような手法をシンボル／ＲＳ／スロット（ｓｌｏｔ）単位に適用することによって、ＰＵ
ＣＣＨが新しいＲＩのビット数を収容できるようにする。
【００６６】
　以下、本発明による他の実施例では、アップリンクを通じてＳＲが伝送される場合につ
いて説明する。
【００６７】
　ＳＲは、他の制御信号と共にまたは別に伝送することができる。端末が新しいデータに
対する情報を基地局に伝達する際に若干の遅延を受け入れることができるとすれば、後続
する伝送機会にＳＲを伝送しても問題は生じない。そして、ＰＵＳＣＨを通じてトラフィ
ックが伝送される場合には、上位層（ｈｉｇｈｅｒ　ｌａｙｅｒ）からバッファー状態（
ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ）を知らせるから、現在伝送されているトラフィックに対し
て継続してリソースが割り当てられることができる。しかし、新しいＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒ
ｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅＱｕｅｓｔ）プロセス（ｐｒｏｃｅｓｓ
）を開始しようとする場合に、単にバッファー状態のみを知っている場合には新しいプロ
セスを始め難い場合がある。
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【００６８】
　ここで、ＳＲとＰＵＳＣＨが同時に伝送される場合、単純にＳＲを送らない方法を選択
せず、ＳＲをＰＵＣＣＨを通じて伝送するとともに、現在ＰＵＳＣＨで伝送されるプロセ
スとは別個のＨＡＲＱプロセスを生成したり、現在伝送されているトラフィックプロセス
に対して追加的な情報を伝達しようとする場合にＳＲをＰＵＣＣＨを通じて伝送すること
によってこのようなイベントを指定することができる。他の方案として、ＰＵＳＣＨにＳ
Ｒが共に結合（ｐｉｇｇｙｂａｃｋｉｎｇ）される場合、ＰＵＣＣＨを通じてＳＲに関す
る付加情報を伝達でき、その逆も可能である。すなわち、ＬＴＥでは、スケジューリング
要請（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を伝送しながらそれに関する付加的な情
報、例えばバッファー状態（ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ）、緊急状況（ｅｍｅｒｇｅｎ
ｃｙ）、ＱｏＳなどを記述することはできないが、残るシンボル空間を活用してそれらの
付加情報を伝送することが可能である。全般的に他の制御情報と違い、ＳＲ情報は常にＰ
ＵＣＣＨを通じて伝送されるように定義することができる。
【００６９】
　以下、本発明のさらに他の実施例では、従来の無線移動通信システムで既に定義されて
いたＰＵＣＣＨ及び／または新しく定義されるＰＵＣＣＨを用いて制御情報を伝送する方
法が説明される。
【００７０】
　この実施例は、ＬＴＥ－Ａのために適用されうるＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨの具現方
法に関するものである。すなわち、ＬＴＥと比較すると、ＬＴＥ－Ａの場合は制御情報ビ
ット数が増えるからシンボル空間を増やさなければならないが、この場合に適用可能なＰ
ＵＣＣＨやＰＵＳＣＨの具現方案に関するものである。この実施例によれば、シンボル空
間を拡張して、より多くの制御情報を要求するようになるＬＴＥ－Ａの制御チャネルを具
現することができる。
【００７１】
　ＰＵＣＣＨの情報をＰＵＳＣＨに移した場合、既に割り当てられたＰＵＣＣＨリソース
は使用されない。このＰＵＣＣＨに伝達されうる情報量は、最小１ビットから最大２０ビ
ットまで可能である。特に、割り当てられたＰＵＣＣＨリソースがＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝
送するようになっていると、この情報量は最大３ビットであり、ＰＵＣＣＨリソースがＣ
ＱＩを伝送するようになっていると、この情報量は最大２０ビットまで可能である。しか
し、使用しているリソース活用方案、多重搬送波動作や多重セル動作による制御情報の拡
張や到達範囲（ｃｏｖｅｒａｇｅ）や信頼性（ｒｅｌｉａｂｉｌｉｔｙ）の増大のための
ダイバーシティ（ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）手法、空間多重化、変調等級などによってより多
くのシンボル空間が要求される場合がある。したがって、３ＧＰＰ　ＬＴＥには、ＬＴＥ
－Ａ端末とＬＴＥ端末が共存する状況で、ＰＵＣＣＨがＰＵＳＣＨと共に伝送される場合
、制御情報をさらに伝送するための方案を考慮することができる。
【００７２】
　しかし、ＬＴＥ－Ａのための制御情報の場合には、上記のようにＰＵＣＣＨがＰＵＳＣ
Ｈと共に伝送される場合でないとしても、ＰＵＣＣＨを通じてのみ制御情報を伝送する方
法も考慮することができる。例えば、ＣＱＩが割り当てられ、ＬＴＥ－Ａシステムに備え
られている８個のアンテナ（アンテナ０～アンテナ７）のためのＣＱＩ報告（ｒｅｐｏｒ
ｔ）を行う場合、ＬＴＥでは４個のアンテナに対してのみ報告してきたが、８個に増加し
たアンテナに対する報告を行うためにはより多くのＣＱＩビットが必要とされる。または
、ＲＩを伝送する場合、追加的なランク（ｒａｎｋ）（アンテナ個数が増加しながらラン
ク定義が拡張される場合）を示すために追加的なランク指示ビット（ｒａｎｋ　ｉｎｄｉ
ｃａｔｉｏｎ　ｂｉｔ）をＰＵＣＣＨに含めて伝送することができる。この時に含めるラ
ンク指示子の最も重要な部分／ビットをＰＵＣＣＨを通じて伝送する方案が可能である。
または、多重セル（ｍｕｌｔｉ－ｃｅｌｌ）動作を想定する場合に、隣接セルに対する干
渉測定値をＰＵＣＣＨを通じて伝送するようになり、干渉に対する測定に基づいて基地局
で端末との通信の試み時点で特定セルを指示す方法のために用いることができる。ここで
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、干渉測定値は、経路損失（ｐａｔｈ　ｌｏｓｓ）やＰＭＩ、ＭＣＳ、ＣＳＩ、ＲＩなど
を含むＣＱＩ形態などを持つことができる。ここで、上記のようにセルを指示する時に、
最も干渉の強いセルから任意の個数を指示することができる。あるいは、最も干渉の弱い
セルから任意の個数を指示することもできる。
【００７３】
　これと違い、端末が特定セルを直接指示する時に、直接セルＩＤを伝達したり、または
、隣接セル（ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ｃｅｌｌ）に対するリスト（ｌｉｓｔ）を通じて伝達し
たり、各セルに対するビットマップ（ｂｉｔｍａｐ）を設定して表示し、ＰＵＣＣＨフォ
ーマットに暗号化／変調することができる。上述の干渉測定値とセルＩＤは同時に伝送さ
れることができる。
【００７４】
　搬送波が結合（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）した場合、搬送波選択に関する情報をさらに
伝送することができる。すなわち、現在搬送波位置から他の搬送波に移したいという要請
を示す指示子（ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を伝達することができる。ここで、この指示子は、
位置変更要請（ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　ｒｅｑｕｅｓｔ）または特定搬送波に対するＩＤ
／ビットマップの形態とすることができる。また、搬送波が結合した状況で、他の搬送波
のＣＱＩを送ることを考慮することができる。このＣＱＩは、ＰＭＩ、ＲＩ、ＣＳＩ、Ｍ
ＣＳなどを含むことができる。
【００７５】
　上の方式Ａ－４で説明した通り、本発明では、多重搬送波で複数の制御チャネルが同時
に伝送される場合に、それらの制御チャネルを統合できる場合は、それらの制御チャネル
を統合して使用する方法を用いることができる。例えば、特定アップリンク搬送波にはＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫが割り当てられており、他の特定搬送波にはスケジューリング要請が設定
されているとすれば、これら２つの制御情報を統合して伝送することが可能である。そし
て、一つの搬送波にＣＱＩが伝送されている一方で、他の搬送波にＡＣＫ／ＮＡＣＫやＳ
Ｒが割り当てられていると、該当するＡＣＫ／ＮＡＣＫやＳＲを、ＣＱＩが伝送される搬
送波のＰＵＣＣＨに含めて伝送することも可能である。
【００７６】
　このように統合する方法は、アップリンク搬送波の数によらずに行うことができ、統合
しようとする情報が一つのＰＵＣＣＨ伝送フォーマットに合わせて一つのＰＵＣＣＨに含
まれうるとすれば、この統合方法はいくらでもさらに拡張することができる。
【００７７】
　一例として、アップリンク搬送波においてＡＣＫ／ＮＡＣＫを一つずつ伝送できる搬送
波が２つ存在し、ＣＱＩを伝送する搬送波が１つ存在するとしよう。この場合、ＣＱＩを
伝送する搬送波上で、ＱＰＳＫ変調を用いてＣＱＩとＡＣＫ／ＮＡＣＫを共に伝送するこ
とができる。すなわち、ＣＱＩにＱＰＳＫシンボルを重ねたり（ｏｖｅｒｌａｐ）、ＣＱ
Ｉシンボルのうちの１つをパンクチャリング（ｐｕｎｃｔｕｒｉｎｇ）して生成されたシ
ンボル空間にＡＣＫ／ＮＡＣＫシンボルをマッピングすることができる。あるいは、後述
するように、一部のコードビットをＡＣＫ／ＮＡＣＫ指示（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）のた
めに使用することができる。より多くのＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送しなければならない場合
、変調が許容する範囲内で拡張して適用することができる。
【００７８】
　他の例として、ＳＲとＡＣＫ／ＮＡＣＫが同時に伝送される場合にも、ＳＲに関する情
報をＢＰＳＫ、ＱＰＳＫなどを用いて伝送でき、ＡＣＫ／ＮＡＣＫもＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ
などを用いて伝送できるので、多数の搬送波の信号をまとめて１つのＰＵＣＣＨに伝送す
ることができる。
【００７９】
　上述したように、ＰＵＣＣＨ内に様々な制御信号が共に伝送される場合とＰＵＳＣＨ内
に制御信号及びトラフィック信号が同時に伝送される場合に、下記の例のように制御信号
を伝送することができる。
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　図３は、本発明を説明するための、ＰＵＣＣＨにメッセージを伝送するのに用いられる
一般的な処理構造を示す図である。
【００８１】
　Ｓ１，Ｓ２，…，Ｓ７は、ＯＦＤＭシンボルを表し、ＣＰ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉ
ｘ）の長さまたはその他の構成によって、１スロット（ｓｌｏｔ）に使用される総ＯＦＤ
Ｍシンボル数は可変する。一例として、拡張ＣＰ（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ＣＰ）の場合は、
長さが６や３に減少することがあり、ＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｂｒｏａｄｃａ
ｓｔ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）構成では、アップリンクの
特定ＯＦＤＭシンボルを他の用途に活用する場合、制御チャネルの総長さが変わることが
ある。ここで、総使用可能なＯＦＤＭシンボル数を７と仮定する。それぞれのＯＦＤＭシ
ンボルに適用されるマスキング（ｍａｓｋｉｎｇ）は、ＵＥ固有の値であるＣ１，Ｃ２，
…，Ｃ７、及びＵＥが伝送しようとするメッセージＭ１，Ｍ２，…，Ｍ７で構成される。
ここでＣ１、Ｃ２，…，Ｃ７は、任意個数のサブセット（ｓｕｂｓｅｔ）に区分されるこ
とができ、Ｃ１に適用されるシーケンスによってメッセージＭ１，Ｍ２，…，Ｍ７も区分
される。Ｃのサブセットからなる１つのセット（例；｛Ｃ１，Ｃ２｝または｛Ｃ１，Ｃ２
，Ｃ６，Ｃ７｝）に対して、該当するメッセージシンボルは同一の値（例；Ｍ１＝Ｍ２ま
たはＭ１＝Ｍ２＝Ｍ６＝Ｍ７）を持つ。そして、メッセージ値が固定した値を持つ場合に
は、すなわち、固定した値を持つ基準シンボル（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ）は
、パイロット（ｐｉｌｏｔ）と定義することができる。しかし、追加の情報を伝送するた
めに、特定の組み合わせ（例：同一スロットにおけるＯＦＤＭシンボル組み合わせや異な
るスロットにおけるＯＦＤＭシンボル組み合わせ）に対してメッセージを伝送しながらパ
イロットとして活用することができる。メッセージを伝達するために、特定ビット／コー
ドシーケンス（ｂｉｔ／ｃｏｄｅ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）やシンボルシーケンス（ｓｙｍｂ
ｏｌ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）を、基準シンボル（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ）とし
て使用されるシンボルに、スロット単位やサブフレーム単位に適用することができる。こ
の場合、この部分に伝達されるメッセージとして、例えば、スケジューリング要請のよう
に誤りが発生しても深刻な問題につながらないメッセージを使用することが好ましい。様
々な制御メッセージが１つのＰＵＣＣＨを通じて伝送される時に、ＰＵＣＣＨは、図３に
示す１個のＰＵＣＣＨ領域のみからなることができ、または、ＰＵＣＣＨＡ１＋ＰＵＣＣ
Ｈ Ａ２、ＰＵＣＣＨ Ａ１＋ＰＵＣＣＨ Ｂ２、ＰＵＣＣＨ Ｂ１＋ＰＵＣＣＨＢ ２、ま
たはＰＵＣＣＨ Ｂ１＋ＰＵＣＣＨ Ａ２のように、２つのスロットにわたって形成される
こともできる。ここに適用されたメッセージは、各スロット単位にメッセージが定義され
ても良く、２つのスロットにわたって定義されても良い。
【００８２】
　各メッセージは、該当のＰＵＣＣＨの形態によって、変調等級（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ
　ｏｒｄｅｒ）を増加させることによって様々な制御チャネルの情報を含むことができる
。すなわち、例えば、｛ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＳＲ、ＲＩ｝のように少量の情報を伝達する
場合に、この少量の情報は一定のビット順序に従って適用して伝達することができる。例
えば、重要情報順；ＡＣＫ／ＮＡＣＫ＞ＲＩ＞ＳＲ順にあるいはＡＣＫ／ＮＡＣＫ＞ＳＲ
＞ＲＩ順にロバストビット（ｒｏｂｕｓｔ　ｂｉｔ）の順序にしたがって順にマッピング
することができる。例えば、下記の表１のように変調等級によってＰＵＣＣＨ情報を混合
することができる。
【００８３】
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【表１】

　表１は、少ない量の情報がＰＵＣＣＨ上に変調を用いて統合される様々な場合を示して
いるものである。
【００８４】
　上記の表１で、｛Ａ：Ｂ｝は、情報Ａと情報Ｂの組み合わせを表し、ここには他の一つ
の情報Ｃがさらに組み合わせられることができる。他の一つの情報Ｃがさらに組み合わせ
られると、表１の変調等級＝１６ＱＡＭに示すように｛Ａ：Ｂ：Ｃ｝の形態で表示される
ことができる。
【００８５】
　ＢＰＳＫの場合は、１ビットのみ伝送できるので、２個以上の情報は組み合わせること
ができず、１ビット大きさの情報のみ伝送することができる。
【００８６】
　ＱＰＳＫの場合は、２ビットを伝送できるので、最大２個の情報を組み合わせることが
できる。組み合わせられる各情報のビット数の和は２になることが好ましい。１個の情報
のみ伝送される場合には、この情報は２ビットの大きさを持つことができる。例えば、｛
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ｝が伝送される場合に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは２ビットの大きさを持つこ
とができる。２個の情報が組み合わせられて伝送される場合に、各情報は１ビットの大き
さを持つことができる。例えば、｛ＲＩ：ＳＲ｝の場合、ＲＩは１ビットの大きさを有し
、ＳＲも１ビットの大きさを有する。
【００８７】
　８ＰＳＫの場合には、３ビットを伝送できるので、最大３個の情報を組み合わせること
ができる。組み合わせられる各情報のビット数の和は３になることが好ましい。１個の情
報のみ伝送される場合に、この情報は３ビットの大きさを持つことができる。例えば、｛
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ｝が伝送される場合に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは３ビットの大きさを持つ。
２個の情報が組み合わせられて伝送される場合に、一つの情報は１ビットの大きさを有し
、他の一つの情報は２ビットの大きさを持つ。例えば、｛ＲＩ：ＳＲ｝の場合に、ＲＩは
２ビットの大きさを有し、ＳＲは１ビットの大きさを有したり、または、ＲＩは１ビット
の大きさを有し、ＳＲは２ビットの大きさを有することができる。３個の情報が組み合わ
せられて伝送される場合に、各情報は１ビットの大きさを有する。
【００８８】
　１６ＱＡＭの場合には、４ビットを伝送できるので、最大４個の情報を組み合わせるこ
とができる。組み合わせられる各情報のビット数の和は４になることが好ましい。１個の
情報のみ伝送される場合に、この情報は４ビットの大きさを有することができる。例えば
、｛ＡＣＫ／ＮＡＣＫ｝が伝送される場合に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは４ビットの大きさを有
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する。２個の情報が組み合わせられて伝送される場合に、一つの情報は１ビットの大きさ
を有し、他の一つの情報は３ビットの大きさを有したり、各情報がそれぞれ２ビットの大
きさを有する。例えば、｛ＲＩ：ＳＲ｝の場合に、ＲＩは１ビットの大きさを有し、ＳＲ
は３ビットの大きさを有したり、または、ＲＩは２ビットの大きさを有し、ＳＲは２ビッ
トの大きさを有したり、または、ＲＩは３ビットの大きさを有し、ＳＲは１ビットの大き
さを有したりすることができる。３個の情報が組み合わせられて伝送される場合に、一つ
の情報は１ビットの大きさを有し、他の情報は１ビットの大きさを有し、さらに他の情報
は２ビットの大きさを有することができる。例えば、｛ＡＣＫ／ＮＡＣＫ：ＳＲ：ＲＩ｝
の場合に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＳＲ、及びＲＩのうちのいずれか１つの情報は２ビットの
大きさを有し、残り２つの情報は１ビットの大きさを有することができる。４個の情報が
組み合わせられて伝送される場合に、各情報は１ビットの大きさを有する。
【００８９】
　表１に記載した組み合わせ以外の他の組み合わせを用いてＰＵＣＣＨを通じて伝送する
場合、上記の方法と同様に、情報の重要度に従ってロバストなビット（ｒｏｂｕｓｔ　ｂ
ｉｔ）にマッピングすることができる。
【００９０】
　一方、本発明の他の実施例によれば、上述したＰＵＣＣＨ内におけるＯＦＤＭシンボル
のサブセット（ｓｕｂｓｅｔ）単位に情報を適用することができる。すなわち、ＰＵＣＣ
Ｈを構成するＯＦＤＭシンボルは、複数のサブセットに分割され、各サブセットは１つ以
上のＯＦＤＭＡシンボルで構成される。この場合、複数個の制御情報が伝送されるとすれ
ば、各制御情報をそれぞれのサブセットにマッピングすることができる。この時、サブセ
ットの大きさによってロバスト性の大きさが決定されるので、異なる種類の制御情報が同
時に伝送される場合に、各メッセージの重要度とサブセットの大きさとを整合（ｍａｔｃ
ｈｉｎｇ）して伝送することができる。この場合、パイロットが均一に分散していると想
定することができ、サブセットの大きさが同一の場合は、パイロットと近くにあるサブセ
ッターがよりロバストである。
【００９１】
　図４は、本発明の一実施例において複数個のメッセージを伝達するためのＯＦＤＭシン
ボルのサブセット構成の一例を示す図である。
【００９２】
　図４に示すように、各スロットは、複数個のＯＦＤＭサブセットに区分されることがで
きる。ここで、各スロットが同一の情報を伝達する場合と異なる情報を伝達する場合の両
方も考慮することができる。すなわち、連続する２スロットが同一の情報を伝達すること
もでき、または、連続する２スロットが異なる情報を伝達することもできる。また、メッ
セージを表すｍ値は、ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、８ＰＳＫ、１６ＱＡＭのようなコヒーレント
（ｃｏｈｅｒｅｎｔ）情報であっても良く、０のようにノンコヒーレント（ｎｏｎ－ｃｏ
ｈｅｒｅｎｔ）方式で値がマッピングされても良い。ここで、コヒーレント情報とは、変
調等級を考慮した情報またはシンボルを意味し、ノンコヒーレント方式は、変調等級を考
慮しない方式を意味する。図４では、メッセージ１とメッセージ２が４：３の割合で割り
当てられているが、このようなシンボル区分は、４：３の他にも、５：２、４：２：１、
３：３：１のような構造も有することができる。
【００９３】
　これと違い、ＣＱＩのように多いビット数を伝送する場合には、各制御チャネル値を共
同符号化（ｊｏｉｎｔ　ｃｏｄｉｎｇ）することができる。共同符号化を用いてコードワ
ード（ｃｏｄｅｗｏｒｄ）を生成する時に、または、各制御チャネルを表すそれぞれの符
号化されたコードワードを１つのシンボル空間に挿入する時に、ビット空間（ｂｉｔ　ｓ
ｐａｃｅ）が残っていると、制御情報のうちの一部、すなわち、情報ビットをビット空間
で反復することができる。または、シンボル空間が残っていると、特定コードワード上の
シンボルを反復して挿入することができる。この場合には、各制御チャネル情報を既存の
方式を用いて符号化することができる。例えば、ＣＱＩ伝送形式（すなわち、チャネル符
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号化後にメッセージｍ１，ｍ２，…ｍ７，ｍ１'，ｍ２'，…，ｍ７'にマッピング；パイ
ロット除外）で伝送する場合、｛ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＲＩ、ＳＲ｝の任意サブセットを伝
送する時、各制御情報のメッセージをビットとして並べ、これを符号化する。この時、各
制御情報の重要度にしたがって該当のビットを反復して含めた後にチャネル符号化（ｃｈ
ａｎｎｅｌ　ｅｎｃｏｄｉｎｇ）を行うことができる。
【００９４】
　図５は、本発明の一実施例による、複数のアップリンク搬送波を使用する無線移動通信
システムの端末が制御情報を伝送する方法を示すフローチャートである。
【００９５】
　図５を参照すると、無線移動通信端末は、異なるアップリンク搬送波に割り当てられる
第１制御情報及び第２制御情報を多重化した後（Ｓ５０１）、該多重化された第１制御情
報及び第２制御情報を、一つのあらかじめ決定されたアップリンクチャネルを通じて伝送
する（Ｓ５０２）。これら第１制御情報及び第２制御情報は、上述したＡＣＫ／ＮＡＣＫ
、ＲＩ、ＳＲ、ＣＱＩ等の信号であると良い。第１制御情報は、第１アップリンク搬送波
に割り当てられている第１アップリンク制御チャネルに割り当てられる制御情報であり、
第２制御情報は、第２アップリンク搬送波に割り当てられている第２アップリンク制御チ
ャネルに割り当てられる制御情報である。このように、あらかじめ決定された一つのアッ
プリンクチャネルを通じて伝送すると、第１アップリンク制御チャネル及び／または第２
アップリンク制御チャネルは伝送されないこともある。また、あらかじめ決定された一つ
のアップリンクチャネルは、第１アップリンク制御チャネルまたは第２アップリンク制御
チャネルであっても良く、あるいは、一つの第３アップリンク搬送波に割り当てられてい
る第３アップリンク制御チャネルであっても良い。
【００９６】
　図５には示していないが、上記の多重化する段階（Ｓ５０１）は、第１制御情報を表す
一つ以上のビット及び第２制御情報を表す一つ以上のビットを順次に配列して生成される
ビット列を、該生成されたビット列の長さに対応する変調等級（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　
ｏｒｄｅｒ）に合わせて変調する段階を含むことができる。ここで、生成されたビット列
が２ビットであると、該生成されたビット列の長さに対応する変調等級はＱＰＳＫであり
、生成されたビット列が３ビットの場合、該生成されたビット列の長さに対応する変調等
級は８ＰＳＫであり、生成されたビット列が４ビットの場合、該生成されたビット列の長
さに対応する変調等級は１６ＱＡＭである。また、第１制御情報の伝播誤り率（ｐｒｏｐ
ａｇａｔｉｏｎ　ｅｒｒｏｒ　ｒａｔｅ）が第２制御情報の伝播誤り率よりも低いことが
要求される場合、生成されるビット列のうち、伝播誤りに強いビットには第１制御情報を
配置することができる。一般に、伝播誤りに強いビットは、生成されるビット列のＭＳＢ
（Ｍｏｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ）に設定されるが、これに限定されない。
この場合、第１制御情報の誤り率が第２制御情報の誤り率よりも低いことが要求される場
合、第１サブセットに割り当てられたパイロット（ｐｉｌｏｔ）信号の個数が、第２サブ
セットに割り当てられたパイロット信号の個数よりも多くなるようにあらかじめ設定する
ことができる。
【００９７】
　また、図５による方法において、アップリンク制御チャネルは複数個のサブセットで構
成され、それぞれのサブセットは、それぞれ１つ以上のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで構成さ
れ、第１制御情報は、複数個のサブセットのうちの第１サブセットにマッピング（ｍａｐ
ｐｉｎｇ）され、第２制御情報は、複数個のサブセットのうちの第２サブセットにマッピ
ングすることができる。ＳＣ－ＦＤＭＡを用いずにＯＦＤＭＡを使用する端末の場合は、
それぞれのサブセットはそれぞれ１つ以上のＯＦＤＭＡシンボルで構成されることができ
る。
【００９８】
　図６は、本発明の他の実施例による、無線移動通信システムの端末が制御情報を伝送す
る方法を示すフローチャートである。
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【００９９】
　図６を参照すると、無線移動通信システムの端末は、制御情報を生成し（Ｓ６０１）、
該制御情報を、アップリンク制御チャネル及びこのアップリンク制御チャネルと同時に伝
送されるアップリンク共通チャネルの両方にマッピングした後（Ｓ６０２）、これらアッ
プリンク制御チャネル及びアップリンク共通チャネルを同時に伝送する（Ｓ６０３）。こ
こで、制御情報は、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＣＱＩ、ＲＩのうちのいずれか一つとすることが
できる。もし、制御情報がＣＱＩを含む場合には、ＣＱＩは、異なる少なくとも２つの情
報、すなわち、第１情報及び第２情報を含むことができる。ここで、第１情報は、アップ
リンク制御チャネルを通じてのみ伝送され、第２情報は、アップリンク共通チャネルを通
じてのみ伝送されることができる。この場合、第１情報はＰＭＩであり、第２情報は広帯
域ＣＱＩとすることができる。または、第１情報は広帯域ＣＱＩであり、第２情報はデル
タＣＱＩであっても良い。または、第１情報はＣＱＩまたはＰＭＩであり、第２情報はＲ
Ｉであっても良い。または、第１情報はＲＩであり、第２情報はＣＱＩまたはＰＭＩであ
っても良い。
【０１００】
　上述した本発明の内容は、該当の複数データまたは制御情報間の同時伝送が任意のアッ
プリンク搬送波内でなされる場合だけでなく、複数のアップリンク搬送波を通じてなされ
る場合にも適用されるものと考慮することができる。
【０１０１】
　このように記述された形式でＰＵＣＣＨに送信する場合、単一搬送波特性（ｐｒｏｐｅ
ｒｔｙ）に問題がない。しかし、ＰＵＳＣＨと一緒に伝送したり、ＰＵＣＣＨ＋ＰＵＣＣ
Ｈの形態で同一の搬送波や異なる搬送波上で一緒に伝送しなければならない場合には、Ｐ
ＡＰＲ／ＣＭの問題が発生する可能性がある。これを防止または改善するために、各連続
区間に一種のマスキングシーケンス（ｍａｓｋｉｎｇ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）を適用するこ
とができる。すなわち、同一の各ＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨにマスキングシーケンス（すな
わち、一つの伝送リソースブロックに対して一定の定数値を乗じる形態）を、ＰＡＰＲ／
ＣＭが小さい場合となるように任意値を適用して伝送することができる。
【０１０２】
　本文書で説明した本発明は、１個以上のＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅ
ｒ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）信号ま
たは群集化したＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ　ＳＣ－ＦＤＭＡ）を用いる端末に
適用することができる。本発明は、アップリンク多重搬送波環境で多重のＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルを搬送波別に独立したチャネルを生成して伝送する時に適用することができる。
また、本発明は、単一搬送波内で複数の副搬送波セット（ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ　ｓｅｔ
）間にＤＦＴ拡散（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ）をした後に、実際物理副搬送波に割り当てる時
に非連続的な副搬送波にマッピングする方式である群集化した（ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ）Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡを使用する時にも適用することができる。
【０１０３】
　本文書において、本発明の実施例は、基地局と移動局間のデータ送受信関係を中心に説
明された。ここで、基地局は、移動局と直接的に通信を行うネットワークの終端ノード（
ｔｅｒｍｉｎａｌ　ｎｏｄｅ）の意味を有する。本文書で、基地局により行われると説明
された特定動作は、場合によっては、基地局の上位ノード（ｕｐｐｅｒ　ｎｏｄｅ）によ
り行われることもできる。すなわち、基地局を含む多数のネットワークノード（ｎｅｔｗ
ｏｒｋ　ｎｏｄｅｓ）からなるネットワークにおいて移動局との通信のために行われる種
々の動作は、基地局または基地局以外の別のネットワークノードにより行われることがで
きる。‘基地局’は、固定局（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）、Ｎｏｄｅ　Ｂ、ｅＮｏｄ
ｅ　Ｂ（ｅＮＢ）、アクセスポイント(ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ)などの用語に代替可能
である。また、‘移動局（ＭＳ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）’は、ユーザー機器（
Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）、移動加入局（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂ
ｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ：ＭＳＳ）または端末などの用語に代替可能である。
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【０１０４】
　本発明の実施例は様々な手段、例えば、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒｍｗａ
ｒｅ）、ソフトウェアまたはそれらの結合などにより具現することができる。ハードウェ
アによる具現の場合、本発明の一実施例は、一つまたはそれ以上のＡＳＩＣｓ（ａｐｐｌ
ｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳ
Ｐｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、ＤＳＰＤｓ（ｄｉｇｉ
ｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＰＬＤｓ（ｐｒｏｇ
ｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇ
ｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙｓ）、プロセッサー、コントローラ、マイクロ
コントローラ、マイクロプロセッサーなどにより具現することができる。
【０１０５】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の実施例に係る方法は、以上
で説明された機能または動作を行うモジュール、手順または関数などの形態で具現するこ
とができる。ソフトウェアコードはメモリーユニットに記憶されてプロセッサーにより駆
動されることができる。メモリーユニットは、プロセッサーの内部または外部に設けられ
て、公知の様々な手段によりプロセッサーとデータを交換することができる。
【０１０６】
　本発明は、本発明の精神及び必須特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態に具体化され
ることができる。したがって、上記の詳細な説明は、いずれの面においても制約的に解析
されてはならず、例示的なものとして考慮されなければならない。本発明の範囲は、添付
した請求項の合理的な解析により決定されるべきであり、よって、本発明の等価的範囲内
における変更はいずれも本発明の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１０７】
　本発明は、無線移動通信システムで使用される移動通信端末に適用することができる。
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月27日(2011.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するための本発明の一様相では、複数のアップリンク搬送波を使用する
無線移動通信システムの端末で制御情報を伝送する方法が提供される。この制御情報を伝
送する方法は、第１アップリンク制御チャネルに割り当てられる第１制御情報及び第２ア
ップリンク制御チャネルに割り当てられる第２制御情報を多重化する段階と、前記多重化
された第１制御情報及び第２制御情報を前記複数のアップリンク搬送波のうちのいずれか
一つに割り当てられているアップリンクチャネルを通じて伝送する段階と、を含む。ここ
で、前記第１アップリンク制御チャネル及び前記第２アップリンク制御チャネルはそれぞ
れ異なるアップリンク搬送波に割り当てられていることができる。あるいは、前記第１ア
ップリンク制御チャネル及び前記第２アップリンク制御チャネルは同一のアップリンク搬
送波に割り当てられていることができる。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　複数のアップリンク搬送波を使用する無線移動通信システムにおいて端末で制御情報を
伝送する方法であって、
　第１アップリンク制御チャネルに割り当てられる第１制御情報及び第２アップリンク制
御チャネルに割り当てられる第２制御情報を多重化する段階と、
　前記多重化された第１制御情報及び第２制御情報を、前記複数のアップリンク搬送波の
うちのいずれか一つに割り当てられているアップリンクチャネルを通じて伝送する段階と
、
を含む、制御情報伝送方法。
（項目２）
　前記端末は、１個以上のＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ－Ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）信号または群集化した
ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ　ＳＣ－ＦＤＭＡ）を使用する、項目１に記載の制
御情報伝送方法。
（項目３）
　前記アップリンクチャネルは、アップリンク制御チャネルである、項目１に記載の制御
情報伝送方法。
（項目４）
　前記アップリンクチャネルは、前記第１アップリンク制御チャネルである、項目１に記
載の制御情報伝送方法。
（項目５）
　前記多重化する段階は、前記第１制御情報を表す１つ以上のビット及び前記第２制御情
報を表す１つ以上のビットを順次に配列して生成されるビット列を、該生成されたビット
列の長さに対応する変調等級（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｏｒｄｅｒ）に合わせて変調する
段階を含む、項目３に記載の制御情報伝送方法。
（項目６）
　前記生成されたビット列が２ビットである場合、前記生成されたビット列の長さに対応
する変調等級はＱＰＳＫであり、前記生成されたビット列が３ビットである場合、前記生
成されたビット列の長さに対応する変調等級は８ＰＳＫであり、前記生成されたビット列
が４ビットである場合、前記生成されたビット列の長さに対応する変調等級は１６ＱＡＭ
である、項目５に記載の制御情報伝送方法。
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（項目７）
　前記第１制御情報の伝播誤り率（ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｅｒｒｏｒ　ｒａｔｅ）が
前記第２制御情報の伝播誤り率よりも低いことが要求される場合、前記生成されるビット
列のうち、伝播誤りに強いビットには、前記第１制御情報が配置される、項目５に記載の
制御情報伝送方法。
（項目８）
　前記伝播誤りに強いビットは、前記生成されるビット列のＭＳＢ（Ｍｏｓｔ　Ｓｉｇｎ
ｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ）である、項目７に記載の制御情報伝送方法。
（項目９）
　前記アップリンク制御チャネルは、複数個のサブセットで構成され、前記それぞれのサ
ブセットは、それぞれ１つ以上のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルで構成され、
　前記第１制御情報は、前記複数個のサブセットのうちの第１サブセットにマッピング（
ｍａｐｐｉｎｇ）され、前記第２制御情報は、前記複数個のサブセットのうちの第２サブ
セットにマッピングされる、項目３に記載の制御情報伝送方法。
（項目１０）
　前記第１制御情報の誤り率が前記第２制御情報の誤り率よりも低いことが要求される場
合、前記第１サブセットに割り当てられたパイロット（ｐｉｌｏｔ）信号の個数が、前記
第２サブセットに割り当てられたパイロット信号の個数よりも大きい、項目９に記載の制
御情報伝送方法。
（項目１１）
　前記第１制御情報及び前記第２制御情報はそれぞれ、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＳＲ、ＣＱＩ
のうちの１つ以上を含む、項目１に記載の制御情報伝送方法。
（項目１２）
　前記第１アップリンク制御チャネル及び前記第２アップリンク制御チャネルはそれぞれ
異なるアップリンク搬送波に割り当てられている、項目１に記載の制御情報伝送方法。
（項目１３）
　前記第１アップリンク制御チャネル及び前記第２アップリンク制御チャネルは、同一の
アップリンク搬送波に割り当てられている、項目１に記載の制御情報伝送方法。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムで端末がアップリンク信号を送信する方法であって、
　第１アップリンク制御情報と第２アップリンク制御情報を生成する段階と、
　前記第１アップリンク制御情報と前記第２アップリンク制御情報を１つ以上のアップリ
ンクリソースを通じて同時に伝送する段階と、
を含み、
　前記第１アップリンク制御情報は、前記１つ以上のアップリンクリソースのうちの特定
アップリンクリソースのアップリンク物理制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で伝送され、
　前記第２アップリンク制御情報は、前記特定アップリンクリソースまたは前記１つ以上
のアップリンクリソースのうちの他のアップリンクリソースのアップリンク物理共用チャ
ネル（ＰＵＳＣＨ）上で伝送される、アップリンク信号送信方法。
【請求項２】
　前記第１アップリンク制御情報は、ＡＣＫ（ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）／ＮＡ
ＣＫ（Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）であり、
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　前記第２アップリンク制御情報は、周期的ＣＳＩ（ｐｅｒｉｏｄｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ
　Ｓｔａｔｕｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）であることを特徴とする、請求項１に記載の
アップリンク信号送信方法。
【請求項３】
　前記第１アップリンク制御情報はＳＲ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）であ
り、
　前記第２アップリンク制御情報は、非周期的ＣＳＩ（ａｐｅｒｉｏｄｉｃ　Ｃｈａｎｎ
ｅｌ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）であることを特徴とする、請求項１に記
載のアップリンク信号送信方法。
【請求項４】
　前記第１アップリンク制御情報は、１つ以上のダウンリンクリソースに対応することを
特徴とする、請求項１に記載のアップリンク信号送信方法。
【請求項５】
　前記第２アップリンク制御情報は、１つ以上のダウンリンクリソースに対応することを
特徴とする、請求項１に記載のアップリンク信号送信方法。
【請求項６】
　前記第１アップリンク制御情報に対応するセルと前記第２アップリンク制御情報に対応
するセルは互いに異なることを特徴とする、請求項１に記載のアップリンク信号送信方法
。
【請求項７】
　前記アップリンクリソースは、アップリンク搬送波であることを特徴とする、請求項１
に記載のアップリンク信号送信方法。
【請求項８】
　前記ダウンリンクリソースは、ダウンリンク搬送波であることを特徴とする、請求項４
及び５に記載のアップリンク信号送信方法。
【請求項９】
　搬送波集成手法（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　Ｓｃｈｅｍｅ）が適用さ
れる無線通信システムにおいて端末がアップリンク信号を送信する方法であって、
　１つ以上のダウンリンクリソースのそれぞれを通じて信号を受信する段階と、
　前記信号のそれぞれに対応するＡＣＫ（ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）／ＮＡＣＫ
（Ｎｅｇａｔｉｖｅ　ＡＣＫ）ビットを結合（ｃｏｎｃａｔｅｎａｔｉｏｎ）してフィー
ドバック情報を構成する段階と、
　１つ以上のアップリンクリソースのうち、特定アップリンクリソースを通じて前記フィ
ードバック情報を伝送する段階と、を含む、
【請求項１０】
　前記フィードバック情報は、前記特定アップリンクリソースのアップリンク物理制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ）上で伝送されることを特徴とする、請求項９に記載のアップリンク
信号送信方法。
【請求項１１】
　前記フィードバック情報は、前記特定アップリンクリソースのアップリンク物理共用チ
ャネル（ＰＵＳＣＨ）上で伝送されることを特徴とする、請求項９に記載のアップリンク
信号送信方法。
【請求項１２】
　前記フィードバック情報は、ＳＲ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を含むこ
とを特徴とする、請求項９に記載のアップリンク信号送信方法。
【請求項１３】
　前記フィードバック情報を伝送する段階は、前記特定アップリンクリソースまたは前記
１つ以上のアップリンクリソースのうちの他のアップリンクリソースのアップリンク物理
共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）上で周期的ＣＳＩ（ｐｅｒｉｏｄｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓ
ｔａｔｕｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を伝送する段階とを含む、請求項１１に記載のア



(25) JP 2012-507241 A 2012.3.22

ップリンク信号送信方法。
【請求項１４】
　前記アップリンク物理共用チャネルと前記アップリンク物理制御チャネルは同時に伝送
されることを特徴とする、請求項１３に記載のアップリンク信号送信方法。
【請求項１５】
　前記アップリンクリソースはアップリンク搬送波であり、
　前記ダウンリンクリソースはダウンリンク搬送波であることを特徴とする、請求項９に
記載のアップリンク信号送信方法。
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